
須恵町シニアクラブ連合会　令和７年５月発行

表紙写真について主な内容

● 令和６年度定期総会特集
（令和７年度若杉クラブ事業計画）   ２
（令和６年度定期総会概要）   ３
（会長挨拶）   ３〜４
（長寿者・金婚者記念品贈呈者）   ４〜５
（会員被表彰者）   ５
（会員増強運動被表彰単位クラブ）   ５〜６
（退任役員被表彰者）   ６
（令和６年度役員紹介）   ６〜７

● 若杉クラブ行事紹介（新春初詣）   ７〜８
● クラブ活動紹介   ８
● 会員のひろば   ８〜１１
● 広報部からのお知らせ   １１
● 会員訃報   １２
● 編集後記、スナップで見る活動   １２

頁
鳥　名：クロツグミ
撮影地：大分県由布市
ツグミの仲間ですが、夏鳥として九州以

北に飛来し、低山の雑木林や原生林等で過

ごします。鳴き声が大きく高音なので山中

を歩いていても、その存在がすぐ分かりま

す。オオルリやキビタキと並んで夏鳥の代

表種です。

写真の鳥は、九重連山の原生林内にある

水場で撮ったものです。私がいるのも気に

することなく、目の前で水浴びをしてくれ

ました。

（写真・文：上杉和稔）

第２９７号
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令和７年度　事業計画
基　本　方　針

1．「生活を楽しくする活動」と「地域を豊かにする社会活動」の調和を一段と進めよう！

2．高齢者のリズムに合わせた活動に取り組もう！

　～無理せず、気張らず、急がず、継続性を大切に～

3．日頃から、シニアクラブの活動をＰＲし、勧誘の声かけ、個別訪問を実践して、さらに仲間を増やそう！

年　間　定　例　事　業
　　◎定例理事会・定例役員会（毎月第一火曜日）　　◎女性部会議（毎月第三火曜日）

　　◎老倶たよりの発行（奇数月発行）　　　　　　　◎一円玉募金

月　　　次　　　事　　　業

月 日（曜）
若杉クラブ主催事業

（若杉クラブ会員が参加するもの）
日（曜）

県老連＆郡老連などの主催事業
（若杉クラブ役員が出席するもの）

4
8（火） 令和6年度定期総会 4（金） 郡シ連理事会
20（日） 春期歩こう会（守母神社） 未定 糟屋地区高齢者運転技能競技会

5
14（水） 高齢者学級開講式＆第1回高齢者学級 9（金） 郡シ連定期総会
26（月） 郡シ連グラウンドゴルフ予選会 27（火） 郡シ連理事会
29～30 新旧役員研修旅行

6
7（土） 春期一斉奉仕作業 10（火） 郡シ連グラウンドゴルフ大会（篠栗町）

17（火） 郡シ連グラウンドゴルフ大会（篠栗町）予備日
未定 女性部研修会（6月町議会一般質傍聴） 24（火） 郡シ連理事会

7

18（金） 第2回高齢者学級 3（木） 県老連福岡地区新任単位クラブ会長研修会
16（水） 県老連福岡地区相互支援リーダ研修会
22（火） 郡シ連理事会
31（木） 県老連事務局長研修会（1日目）

8
1（金） 県老連事務局長研修会（2日目）
26（火） 郡シ連理事会

9

１～8 一人暮らし会員訪問「愛の一声運動」 24（火） 郡シ連理事会
6（土） 秋期一斉奉仕作業
23 (火） 第16回会員の集い
18～23 会員作品展
29（月） 会長杯グラウンドゴルフ大会

10
8（水） 高齢者学級閉講式＆第3回高齢者学級 17（金） 郡シ連幹部研修会（須恵アザレアホール）
23～24 会員研修旅行 28（火） 県老連会長表彰式

28（火） 郡シ連理事会

11
7（金） 秋期歩こう会 25（火） 健康を進める運動推進研修会
18（火） 女性部研修会（交流研修） 25（火） 郡シ連理事会
27（木） 健康サポート員研修会

12
11～12 市町村老連会長研修会
23（火） 郡シ連理事会

1
6（火） 役員会新年会 27（火） 郡シ連理事会
23（金） 新春初詣 29（木） 県老連シニアスポーツ・レクリエーション講習会

2 17（火） 女性部研修会（施設見学） 24（火） 郡シ連理事会

3
～3（火）一人暮らし会員訪問「愛の一声運動」 24（火） 郡シ連理事会
6（金） 会計監査

※1　第1回高齢者学級　講師：粕屋警察署生活安全課　　生活安全係長　矢加部　たづえ　様

　　　　　　　　　　　演題：「ニセ電話詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の現状と対策」

※2　第2回高齢者学級  講師：須恵町長　平松　秀一　様

　　　　　　　　　　  演題：「町政について」

※3　第3回高齢者学級　講師：九州大学認知症介護認定介護師　立石　　圭　様

　　　　　　　　　　　演題：「認知症の理解と予防」
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若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
部
会

若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
4
月
8
日
（
火
）

に
、
令
和
6
年
度
定
期
総
会
を
ア
ザ
レ

ア
ホ
ー
ル
須
恵
大
ホ
ー
ル
で
開
催
。
ご

来
賓
と
し
て
平
松
町
長
他
４
名
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
本
会
会
員
176
人
が
出
席
、

午
前
10
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
総
会
に
出
席
さ
れ

た
長
寿
者
15
名
並
び
に
金
婚
者
2
名
に

対
す
る
記
念
品
の
贈
呈
、
そ
し
て
、
会

員
被
表
彰
者
と
会
員
増
強
運
動
被
表
彰

単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
受
賞
者
に
は
出
席
者
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
贈
ら
れ
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
開
会
行
事
を
行
い
、
平
松

秀
一
須
恵
町
長
、
松
山
力
弥
須
恵
町
議

会
議
長
、
三
角
良
人
須
恵
町
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
祝
辞
に
つ
い
て
は
、
次
号
298
号

で
掲
載
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
議
案
審
議
の
た
め
の
議

長
の
選
任
を
行
い
、
須
恵
福
寿
会
の
吉

松
信
昭
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

早
速
、
提
出
さ
れ
た
1
号
議
案
か
ら

5
号
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

1
号
議
案
の
令
和
6
年
度
事
業
報
告

は
、
超
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
な
か
、

「
健
康
や
福
祉
な
ど
社
会
の
要
請
に
応

え
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
」
と
の
基
本

と
し
た
活
動
の
成
果
を
辻
桂
子
副
会
長

兼
女
性
部
長
が
、
ま
た
、
第
2
号
議
案

の
令
和
6
年
度
決
算
報
告
は
川
上
正
俊

副
会
長
兼
会
計
、
監
査
報
告
は
井
上
仁

監
査
委
員
が
報
告
。
い
ず
れ
の
議
案
も

議
決
の
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

提
案
事
項
の
第
3
号
議
案
「
会
則
の

一
部
改
正
案
」
に
つ
い
て
は
、
川
上
副

会
長
が
説
明
し
ま
し
た
が
、
修
正
の
提

案
が
出
さ
れ
別
途
再
提
案
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
第
4
号
議
案
の
令
和
7

年
度
事
業
計
画
案
を
辻
桂
子
副
会
長
兼

女
性
部
長
、
ま
た
、
第
5
号
議
案
の
令

和
7
年
度
予
算
案
を
川
上
副
会
長
兼
会

計
が
説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
案

は
議
決
の
結
果
、
全
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
あ
と
は
、
次
期
監
査
委
員
の

選
出
、
退
任
役
員
へ
の
感
謝
状
・
記
念

品
の
贈
呈
、
一
円
玉
募
金
報
告
と
続

き
、
駒
山
副
会
長
兼
研
修
部
会
長
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
約
2
時
間
に
わ
た
る
総

会
は
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
　
藤
　
英
寿

昨
年
の
総
会
に
お
い
て
、
皆
様
の
選

出
に
よ
り
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
以
下
当
会
）
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く

の
人
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
う

し
て
無
事
に
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
日
頃
か

（
次
頁
に
続
く
）

若
杉
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

会　
長　
の　
挨　
拶

長寿者・金婚者への記念品贈呈式に

出席された皆様

ご臨席を賜りましたご来賓の皆様。

左から平松須恵町長、松山町議会議長

三角社会福祉協議会会長、安河内福祉課長、

小林社会福祉協議会事務局長
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ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
温
か
い
お

気
持
ち
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
令
和
六
年
度
を
迎
え
て
当

会
の
活
動
の
基
本
を
「
超
高
齢
社
会
が

進
む
な
か
、
健
康
・
福
祉
な
ど
の
社
会

の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
に
た
ち
、
本
部
役
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
独
立
性
を
深
め
、

職
務
遂
行
能
力
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
副
会
長
は
、
本
来
の

職
務
に
く
わ
え
、
地
域
社
会
の
要
請
に

応
え
る
た
め
の
特
命
事
項
を
担
当
、
さ

ら
に
、
各
理
事
は
担
当
す
る
事
業
の
研

修
を
部
会
員
と
一
緒
に
進
め
、
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
当
会
の
活
動
は
福
岡
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
中
で
は
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
七
年
度
に
お

い
て
も
現
体
制
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
、
地
域
の
在
り
方
が
、
核
家

族
化
や
世
帯
規
模
の
縮
小
、
働
き
方
の

変
化
や
生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
、
こ
の
影
響
か
ら

か
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
一
段
と
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
こ

そ
、「
当
会
の
高
齢
者
に
よ
る
地
域
活

動
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
」
こ
と
を
、

日
々
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
中
、
当
会
は
令
和
六
年
度
の

会
員
増
強
運
動
に
取
り
組
み
、
皆
様
の

努
力
に
よ
り
、
新
規
会
員
51
人
が
入
会

さ
れ
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
、

施
設
へ
の
入
所
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ

り
72
人
が
退
会
、
残
念
な
が
ら
令
和
七

年
度
当
初
の
会
員
は
、
昨
年
に
く
ら

べ
、
33
人
減
の
930
人
に
至
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
暗
い
話
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
令

和
七
年
度
早
々
に
は
、
新
規
会
員
の
入

会
が
あ
る
と
の
情
報
が
、
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
当
会
の
さ
ら
な
る
発
展

と
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
来
賓
の
皆

様
、
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

当
会
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
一
丸
と

な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
、
重
ね
て
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

総
会
に
先
立
ち
、
白
寿
な
ら
び
に
米

寿
、
そ
し
て
金
婚
式
を
迎
え
た
若
杉
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
、
若
杉
ク
ラ
ブ
慶
弔

規
定
第
3
条
に
基
づ
き
記
念
品
の
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
皆
様
を
以
下
の
と
お
り

に
紹
介
し
ま
す
。
太
字
は
贈
呈
式
に
出

席
さ
れ
た
方
々
で
す
。

ご
長
寿
な
ら
び
に
金
婚
の
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
末
永
い
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。 長

寿
者・金
婚
者

記
念
品
贈
呈
式

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日
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〇
白　

寿
印　

藤　

ハ
ル
エ
（
旅　

石
）

入　

山　

ト
シ
子
（
山
の
神
）

〇
米　

寿
山　

口　

陽　

子
（
佐　

谷
）

今　

泉　

寅　

夫
（
佐　

谷
）

猪　

谷　

七
乙
恵
（
上
須
恵
）

長　

澤　

八
千
代
（
南
米
里
）

手　

島　

義　

起
（
大
島
原
）

犬　

束　

フ
サ
エ
（
大
島
原
）

長　

澤　

美
智
子
（
大
島
原
）

寺　

島　

マ
ツ
ヨ
（
一
番
田
）

高　

宮　

政　

信
（
一
番
田
）

赤　

羽　

昭　

憲
（
一
番
田
）

吉　

松　

健　

次
（
一
番
田
）

舛　

本　

六　

助
（
須　

恵
）

後　

藤　

雄　

一
（
須　

恵
）

吉　

松　

武　

満
（
須　

恵
）

関　
　
　

妙　

子
（
須　

恵
）

石　

橋　

正　

子
（
城　

山
）

小　

林　

義　

和
（
城　

山
）

久　

保　

セ
ツ
子
（
城　

山
）

田　

中　

利　

夫
（
城　

山
）

御
手
洗　

勝　

司
（
甲
植
木
）

池　

末　

忠　

夫
（
甲
植
木
）

高　

野　

喜
美
子
（
甲
植
木
）

今　

泉　

美
智
子
（
甲
植
木
）

井　

上　

美
代
子
（
甲
植
木
）

稲　

永　

英　

敏
（
乙
植
木
）

出　

口　

年　

行
（
乙
植
木
）

生　

澤　

康　

祐
（
乙
植
木
）

中　

島　

ハ
ツ
エ
（
新　

原
）

中
牟
田　
　

忠　

（
新　

原
）

勝　

田　

和　

昭
（
新　

原
）

潰　

田　

ト
シ
子
（
山
の
神
）

山　

下　

洋　

子
（
山
の
神
）

白　

渕　

聰　

子
（
山
の
神
）

勝　

木　
　

貢　

（
西　

原
）

加　

藤　

恭　

子
（
旭
ヶ
丘
）

尾　

方　

一　

彦
（
恵　

西
）

大　

道　

重　

徳
（
恵　

西
）

石　

川　

千
鶴
子
（
昭　

穂
）

村　

瀬　

英　

夫
（
昭　

穂
）

〇
金
婚
夫
婦

蔵　

座　

照　

雄
・
美
千
代
（
上
須
恵
）

福　

島　

信　

介
・
千　

里
（
須　

恵
）

藤　

石　
　

豊　

・
芙
美
子
（
須　

恵
）

永　

野　

正　

行
・
恭　

子
（
恵　

西
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

他
の
ク
ラ
ブ
・
会
員
の
範
と
認
め
ら

れ
る
会
員
の
方
に
対
し
て
、
若
杉
ク
ラ

ブ
表
彰
規
定
細
則
の
第
2
条
3
に
基
づ

き
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
ま

す
。

〇
須
恵
福
寿
会

　
　
　
　
　

舛　

本　

隆　

章　

様

　

他
の
ク
ラ
ブ
の
範
と
な
る
活
発
な
会

員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
成
果
を
挙

げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
若
杉
ク
ラ

ブ
表
彰
規
定
第
2
条
の
2
と
7
に
基
づ

き
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
る
単

位
ク
ラ
ブ
で
す
。

〇
上
須
恵
若
水
会
２

　

会　

長　

祝　
　
　

シ
ゲ
江　

様

〇
一
番
田
恵
比
寿
会

　

会　

長　

伊　

藤　

捷　

敏　

様

（
次
頁
に
続
く
）

会
員
増
強
運
動

被
表
彰
単
位
ク
ラ
ブ

会
員
被
表
彰
者

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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〇
乙
植
木
楽
し
み
会

　

会　

長　

柴　

田　

真　

人　

様

〇
恵
西
百
寿
会

　

会　

長　

辻　
　
　

桂　

子　

様

〇
ア
ザ
レ
ア
会

　

会
務
担
当　
　
（
事
務
局
長
）　

様

　

令
和
4
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で

の
3
年
間
に
わ
た
っ
て
監
査
委
員
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

〇
監
査
委
員　
　
　

井
上　

仁　

様

〇
本
部
役
員

会
長
兼
事
務
局
長

　

藤　
　
　

英　

寿　

（
旅
石
豊
寿
会
）

副
会
長
兼
会
計

　

川　

上　

正　

俊（
大
島
原
若
翔
会
）

副
会
長
兼
女
性
部
長

　

辻　
　
　

桂　

子　

（
恵
西
百
寿
会
）

副
会
長
兼
研
修
部
会
長

　

駒　

山　

悦　

章

（
新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

総
務

　

長　

澤　

忠　

賢

（
南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
）

〇
理　

事

教
養
部
会
長

　

森　
　
　

悠　

子（
甲
植
木
甲
寿
会
）

広
報
部
会
長　

　

松　

本　
　
　

譲（
旭
ヶ
丘
旭
寿
会
）

健
康
推
進
部
会
長

　

赤　

星　

明　

吉　

（
恵
西
百
寿
会
）

健
康
推
進
副
部
会
長

　

猪　

谷　

繁　

幸（
上
須
恵
若
水
会
1
）

〇
監
査
委
員

平　

野　

征　

彦　

（
甲
植
木
甲
寿
会
）

橋　

本　

清　

実　
　

（
恵
西
百
寿
会
）

〇
地
区
役
員（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
）

佐
谷
建
正
会　
　
　

三　

船　

泰　

一

上
須
恵
若
水
会
1　

猪　

谷　

繁　

幸

上
須
恵
若
水
会
2　

祝　
　
　

シ
ゲ
江

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

長　

澤　

忠　

賢

大
島
原
若
翔
会　
　

川　

上　

正　

俊

一
番
田
恵
比
寿
会　

伊　

藤　

捷　

敏

須
恵
福
寿
会
第
1　

浅　

井　

英　

俊

須
恵
福
寿
会
第
2　

久
下
本　

福　

見

城
山
福
寿
会
Ａ　
　

大　

藪　

善
次
郎

城
山
福
寿
会
Ｂ　
　

大　

藪　

澄　

子

甲
植
木
甲
寿
会　
　

森　
　
　

悠　

子

乙
植
木
楽
し
み
会　

柴　

田　

真　

人

旅
石
豊
寿
会　
　
　

渡　

辺　

一　

征

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

原　

野　

武　

広

山
の
神
親
和
会　
　

中　

嶋　

三
記
夫

西
原
若
草
会
Ａ　
　

白　

水　

勝　

元

西
原
若
草
会
Ｂ　
　

平　

島　

誠　

一

恵
西
百
寿
会　
　
　

辻　
　
　

桂　

子

旭
ヶ
丘
旭
寿
会　
　

松　

本　
　
　

譲

昭
穂
若
鶴
会　
　
　

村　

瀬　

英　

夫

ア
ザ
レ
ア
会
（
会
務
担
当
）

藤　
　
　

英　

寿

〇
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
は
、「
愛

の
一
声
運
動
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

（
次
頁
に
続
く
）

退
任
役
員
被
表
彰
者

令
和
７
年
度
役
員

介護のことなど　お気軽に相談ください
［特別養護老人ホーム　恵昭園］
［アネックス　恵昭園］

上須惠 112-3　須恵町コミュニティバス「平原池前」下車
☎９３３－１６００

［老人保健施設　若杉の里］
上須惠 112-79  須恵町コミュニティバス「佐谷川原」下車

☎９３３－１６３０
「さりげなく喜び」「さりげなく温もり」「さりげなく幸せ」を

たしかに感じることができる生活を支援します

社会福祉法人　恵徳会
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女
性
部
副
部
長

　

江　

見　

由
美
子
（
旅
石
豊
寿
会
）

　

松　

原　

清　

美
（
城
山
福
寿
会
）

　

平　

井　

豊　

子
（
西
原
若
草
会
）

・
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

佐
谷
建
正
会　
　
　

百　

田　

鈴　

子

上
須
恵
若
水
会　
　

笹　

原　

一　

子

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

桑　

原　

君　

代

大
島
原
若
翔
会　
　

吉　

村　

靖　

子

一
番
田
恵
比
寿
会　
　

高　

橋　

鐘　

子

須
恵
福
寿
会　
　
　

平　
　
　

潤　

子

甲
植
木
甲
寿
会　
　

川　

端　

恵
美
子

乙
植
木
楽
し
み
会　

合　

屋　
　
　

靜

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

鶴　

田　

律　

子

山
の
神
親
和
会　
　

岡　

本　

政　

子

恵
西
百
寿
会　
　
　

辻　
　
　

桂　

子

昭
穂
若
鶴
会　
　
　

平　

田　

照　

子

〇
単
位
ク
ラ
ブ
健
康
サ
ポ
ー
ト
員

　

健
康
サ
ポ
ー
ト
員
は
、
単
位
ク
ラ
ブ

の
健
康
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
会

長
及
び
そ
の
他
の
役
員
と
共
に
、
体
力

測
定
会
や
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ

エ
―
シ
ョ
ン
、
歩
こ
う
会
な
ど
企
画
・

推
進
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
谷
健
正
会　
　
　

和　

気　

俊　

彦

上
須
恵
若
水
会　
　

蔵　

座　

照　

雄

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

長　

澤　

忠　

賢

大
島
原
若
翔
会　
　

川　

上　

正　

俊

一
番
田
恵
比
寿
会　
　

伊　

藤　

捷　

敏

須
恵
福
寿
会　
　
　

下　

條　

三
保
子

城
山
福
寿
会　
　
　

斎　

藤　

正　

明

甲
植
木
甲
寿
会　
　

平　

野　

一　

幸

乙
植
木
楽
し
み
会　

藤　

木　

正　

利

旅
石
豊
寿
会　
　
　

渡　

辺　

一　

征

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

廣　

瀬　

勝　

利

山
の
神
親
和
会　
　

中　

嶋　

三
記
夫

西
原
若
草
会　
　
　

平　

島　

誠　

一

旭
ヶ
丘
旭
寿
会　
　

松　

本　
　
　

譲

恵
西
百
寿
会　
　
　

赤　

星　

明　

吉

昭
穂
若
鶴
会　
　
　

竹　

内　

俊　

彦

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、（
令
和
７
年
３

月
号
）
以
降
の
行
事
に
つ
い
て
順
を

追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
一
部
の
行

事
に
つ
い
て
は
紙
面
の
構
成
の
都
合
に

よ
り
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

中
山
神
社
・
愛
新
覚
羅
社
と
下
関

研
修
部
会
長
　
駒
山
悦
章

　

平
成
7
年
1
月
24
日
、
山
口
県
下
関

市
の
『
中
山
神
社
・
愛
新
覚
羅
社
』
に

初
詣
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、若
杉
ク
ラ
ブ
会
員
131
名
が
、

大
型
バ
ス
3
台
で
須
恵
町
各
地
を
出

発
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
古
賀
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
合
流
し
、
中
山
神
社
に
向

か
い
ま
し
た
。

　

到
着
後
、
会
員
の
皆
様
が
参
拝
を
さ

れ
る
中
、
本
部
役
員
と
理
事
の
皆
さ
ん

が
本
殿
に
お
い
て
、
正
式
参
拝
を
行
い
、

本
年
の
無
事
と
平
安
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

中
山
神
社
と
愛
新
覚
羅
社
に
つ
い

て
、
山
口
県
観
光
サ
イ
ト
を
参
考
に
し

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
青
年

公
卿

中
山
忠
光
が
祭
神
で
す
。
彼
は

明
治
天
皇
の
叔
父
に
あ
た
り
、
幕
末
の

動
乱
期
に
急
進
派
の
青
年
公
卿
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
が
、
元
治
元
年
（
1864
）

12
月
、
20
歳
の
時
に
凶
徒
に
襲
わ
れ
、

暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
彼
の
お
墓
と
と
も
に
、
中

（
次
頁
に
続
く
）

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

令
和
６
年
度
新
春
初
詣
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国
清
朝
最
後
の
皇
帝
、宣
統
帝
（
溥
儀
）

の
弟
、
愛
新
覚
羅
薄
傑
（
あ
い
し
ん
か

く
ら 
ふ
け
つ
）、
及
び
彼
の
妻
で
忠
光

の
ひ
孫
に
あ
た
る
浩
（
ひ
ろ
）
を
祭
神

と
す
る
「
愛
新
覚
羅
社
」
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
通
常
、
社
殿
は
東
向
き
ま
た

は
南
向
き
に
建
て
ら
れ
る
が
、
同
社
の

社
殿
は
中
国
大
陸
に
向
か
っ
て
西
向
き

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
拝
の
後
、
目
の
前
に
関
門
海
峡
が

広
が
る
「
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に

移
動
し
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
平
松
町
長
さ
ん
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
等
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
に
全
員
で

炭
坑
節
を
踊
り
、懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

懇
親
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
隣
の
土
産

物
店
が
立
ち
並
ぶ
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー

ル
「
カ
モ
ン
ワ
ー
フ
」
や
唐
戸
市
場
で
、

お
土
産
物
を
買
い
、
帰
途
に
就
き
ま
し

た
。（
懇
親
会
の
写
真
を
12
頁
に
掲
載
）

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

マ
ハ
ロ
フ
ラ
　
カ
ヨ
コ

　

笑
顔
の
お
花
畑
の
よ
う
に
、楽
し
く
、

美
し
い
須
恵
マ
ダ
ム
と
共
に
、
フ
ラ
を

踊
っ
て
、
ふ
と
気
が
付
け
ば
、
も
う
76

歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
教
室
を
皆
様
の
協
力
で
立
ち
上

げ
て
12
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

会
員
様
と
共
に
、
年
月
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
、
楽
し

い
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
、
若
杉
ク

ラ
ブ
の
晴
れ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
、
親
の

介
護
、
健
康
状
態
の
変
化
、
上
り
坂
、

ま
さ
か
の
坂
な
ど
、
お
互
い
に
気
に
か

け
、
励
ま
さ
れ
、
立
ち
上
が
り
、
乗
り

越
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

前
向
き
な
皆
様
に
、
人
生
を
教
え
ら

れ
、
そ
の
交
流
が
、
あ
り
が
た
く
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、「
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
」、「
心
楽
し
く
」
を
第
一
に
、

幸
せ
な
人
生
を
ま
っ
と
う
出
来
ま
す
よ

う
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
皆
様
が
健
康
で
、
す
ば
ら

し
い
お
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
お
祈

り
も
う
し
あ
げ
ま
す
。（

次
頁
に
続
く
）

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

炭坑節の総踊り

ハワイアンフラのみなさん
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上
須
恵
若
水
会
　
祝
　
シ
ゲ
江

令
和
7
年
1
月
24
日
若
杉
ク
ラ
ブ
の

新
春
初
詣
に
参
加
し
、
下
関
中
山
神
社

に
参
詣
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
神
主
様

の
お
祓
い
を
頂
い
た
後
、
宝
物
殿
を
見

学
し
た
時
の
事
、
愛
新
覚
羅
溥
傑
の
書

を
観
た
時
、
自
宅
に
も
溥
傑
の
掛
軸
が

あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。
義
兄
の
形
見

で
、
義
姉
か
ら
価
値
が
有
る
も
の
だ
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
仕

舞
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

参
詣
し
た
お
か
げ
で
溥
傑
の
事
を
知

り
た
い
と
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。

検
索
サ
イ
ト
グ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、

中
国
清
朝
、
最
後
の
皇
帝
、
愛
新
覚
羅

溥
儀
の
弟
で
、
1907
年
に
生
ま
れ
1994
年
に

中
国
北
京
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
法
学
博
士
の
称
号
を
持

ち
、
書
家
と
し
て
活
動
、
流
れ
る
よ
う

な
独
特
の
書
体
が
人
気
で
、
昭
和
天
皇

の
遠
縁
の
嵯
峨
浩
と
結
婚
し
、
二
人
の

娘
を
も
う
け
た
。
長
女
・
慧
生
は
天
城

山
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

中
山
神
社
に
参
詣
に
行
か
な
か
っ
た

ら
、こ
の
様
な
事
を
調
べ
る
事
も
な
く
、

家
の
掛
軸
も
眠
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
と
思

い
ま
し
た

　
　

早
速
、
床
の
間
に
飾
ろ
う
！

城
山
福
寿
会
　
清
水
　
忠
嘉

１
月
25
日
は
、
城
山
福
寿
会
の
新
年

会
で
し
た
。
開
会
の
前
座
に
須
恵
東
中

学
の
太
鼓
部
の
演
奏
が
招
致
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
女
子
中
心
の
チ
ー
ム
で
し

た
が
、
優
雅
で
力
強
い
演
奏
で
し
た
。

笛
と
太
鼓
と
獅
子
舞
ま
で
出
演
し
て
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
感
動
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
新
年
会
は
お
陰
様
で
大

多
数
の
参
加
者
で
、
大
盛
況
で
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
、
日
本
の
和
太
鼓
を

世
界
へ
発
信
す
る
目
的
で
『
東
京
国
際

和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
六
回
目
に
参

加
し
て
い
た
須
恵
東
中
学
太
鼓
部
が
、

中
学
以
下
の
青
少
年
の
部
で
『
審
査
員

特
別
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
各
種
の
行
事
に
出
演
依
頼
が
多

い
の
で
す
。
町
民
が
大
勢
集
ま
る
「
商

工
つ
つ
じ
ま
つ
り
in
須
恵
」
で
出
会
っ

た
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
年
で
米
寿
を
迎
え
ま
す
の

で
、
長
い
老
後
の
生
き
甲
斐
を
考
え
て

み
ま
し
た
。幸
せ
な
人
生
を
得
る
に
は
、

健
康
・
お
金
・
家
族
の
三
Ｋ
に
恵
ま
れ

る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
十
分
に

恵
ま
れ
て
い
な
い
人
で
も
、
楽
し
い
老

後
を
得
る
に
は
地
域
の
人
達
と
交
流
す

る
事
が
孤
独
を
救
う
最
適
な
方
法
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
区
や

シ
ニ
ア
等
の
会
に
入
り
、
そ
こ
の
企
画

す
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
事
で

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
知
る
範
囲
で
書
き
ま
す
と
、

区
の
種
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ニ
ア
会
で

招
致
す
る
講
和
や
歌
と
踊
り
、
演
奏
や

（
次
頁
に
続
く
）

新
春
初
詣

中
山
神
社
に
参
加
し
て

須
恵
東
中
学
太
鼓
隊
に

元
気
を
貰
い
ま
し
た

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号
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落
語
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
等
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
等
の
見
聞
の
他
に
は
、
参
加

す
る
物
に
、
カ
ラ
オ
ケ
や
体
操
教
室
や

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
な
ど
は
脳
の
活
性

化
に
役
立
ち
ま
す
。
更
に
良
い
の
は
、

名
所
や
行
事
へ
の
旅
行
で
す
。
旅
行
に

は
会
員
ば
か
り
で
な
く
、
家
族
や
友
人

と
の
同
行
は
、
道
中
の
お
し
ゃ
べ
り
や

食
事
と
、
珍
し
い
事
に
出
会
う
楽
し
み

が
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
す
る
男
性
の
中
で
い
つ
の
間
に

か
最
年
長
の
時
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も

参
加
す
る
時
は
「
こ
れ
が
見
お
さ
め
」

と
思
っ
て
い
く
為
で
す
。
そ
の
為
に
感

受
性
が
高
ま
り
楽
し
み
が
増
す
の
で

す
。
行
事
が
無
い
と
き
は
、
毎
朝
の
テ

レ
ビ
体
操
を
し
た
後
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
か
ら
の
本

の
読
書
と
テ
レ
ビ
の
懐
か
し
い
映
画
を

録
画
し
た
の
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
老

化
を
止
め
て
孤
独
を
感
じ
な
い
生
活
を

工
夫
し
て
い
ま
す
。

乙
植
木
楽
し
み
会
　
合
屋
　
浩
寿

2
月
11
日
か
ら
17
日
迄
、
友
人
と
二

人
東
京
、
神
奈
川
を
一
週
間
か
け
て
御

朱
印
旅
行
を
し
て
来
ま
し
た
。
寺
院

10
ヶ
寺
、
神
社
8
社
、
結
構
有
名
な
神

社
仏
閣
を
尋
ね
心
に
残
っ
た
の
は
毎
年

暮
れ
に
な
る
と
放
送
さ
れ
る『
忠
臣
蔵
』

の
赤
穂
義
士
が
眠
る
泉
岳
寺
を
尋
ね
た

時
の
こ
と
で
す
。
お
寺
の
関
係
の
方
だ

と
お
も
う
の
で
す
が
、
年
は
私
と
同
じ

く
ら
い
か
少
し
上
だ
と
思
い
ま
す
。
泉

岳
寺
の
開
山
や
焼
失
し
た
り
現
在
の
高

輪
の
地
に
移
転
し
て
来
た
こ
と
、
浅
野

家
と
の
付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
こ
と

等
、
色
々
と
丁
寧
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
泉
岳
寺
は
赤
穂
義
士
の
お
墓
が
あ

る
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
創
建
時
よ
り

人
数
は
す
く
な
い
も
の
の
大
学
で
仏
教

を
学
び
つ
つ
泉
岳
寺
で
修
行
を
務
め
る

と
い
う
若
い
修
行
僧
が
現
在
で
も
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

播
州
赤
穂
藩
・
浅
野
内
匠
頭
は
勅
使

饗
応
役
を
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
そ

の
役
目
の
上
司
が
吉
良
上
野
介
で
し

た
。
浅
野
内
匠
頭
が
接
待
に
関
し
て
、

吉
良
上
野
介
に
指
導
を
仰
い
だ
が
種
々

の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
武
士
の
立
場
を
著
し

く
傷
つ
け
る
理
不
尽
な
も
の
で
あ
っ
た

為
、
つ
い
に
元
禄
14
年
3
月
14
日
、
浅

野
内
匠
頭
は
江
戸
城
・
松
の
廊
下
で
刃

傷
に
及
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
松
の
廊
下

事
件
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

当
時
は
「
喧
嘩
両
成
敗
」
と
い
う
御

定
法
が
あ
っ
た
の
で
、
ど
ち
ら
も
処
罰

を
受
け
る
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

予
想
に
反
し
て
赤
穂
藩
は
改
易
。
浅
野

内
匠
頭
は
即
日
切
腹
。
し
か
も
大
名
と

い
う
高
い
位
に
も
係
わ
ら
ず
、
庭
先
で

の
切
腹
。一
方
の
吉
良
は
お
咎
め
な
し
。

赤
穂
藩
の
武
士
た
ち
が
こ
の
処
罰
に
納

得
す
る
は
ず
は
な
く
、
処
罰
の
撤
回
と

藩
の
再
興
を
嘆
願
し
た
が
容
れ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
家
老
、
大
石
内

蔵
助
を
頭
と
し
た
47
人
の
武
士
が
元
禄

『
赤
穂
義
士
と
泉
岳
寺
』

15
年
12
月
14
日
に
吉
良
邸
に
討
ち
入
り

し
本
懐
を
成
就
し
た
の
で
す
。

赤
穂
義
士
た
ち
は
討
ち
入
り
の
翌
元

禄
16
年
2
月
4
日
に
4
大
名
家
に
て
切

腹
と
な
り
ま
し
て
、
こ
の
赤
穂
事
件
は

後
に
、『
忠
臣
蔵
』
と
し
て
演
劇
化
さ

れ
、
今
で
も
多
く
の
日
本
人
の
心
を
つ

か
ん
で
放
さ
な
い
、
日
本
人
の
重
ん
じ

る
「
義
」
や
「
忠
」
と
い
う
精
神
が
つ

ら
ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ネ
。
と

永
々
と
説
明
や
お
話
を
し
て
下
さ
っ
て

本
当
に
有
り
難
く
有
意
義
な
時
を
過

（
次
頁
に
続
く
）

演奏中の須恵東中学太鼓部
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ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

後
、

私
た
ち
は
、
47
士
と
浅
野
内
匠
頭
、
瑤

泉
院
、
萱
野
三
平
の
墓
碑
に
線
香
を
お

供
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

旭
ヶ
丘
旭
寿
会
　
松
本
　
譲

今
年
の
冬
は
強
い
寒
波
の
影
響
を
受

け
、
寒
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
3

月
の
お
彼
岸
を
境
に
温
か
く
な
り
ま
し

た
。
寒
い
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
彼
岸
が
過
ぎ
、
少
し

ず
つ
始
め
て
い
ま
す
。

私
の
散
歩
コ
ー
ス
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
自
宅
を
出
て
、
旅
石
郵
便

局
の
前
を
通
り
、
水
戸
病
院
の
角
を
曲

が
り
、
志
免
東
中
学
校
の
横
の
坂
を
下

る
と
、
旧
勝
田
線
の
遊
歩
道
に
入
り
ま

す
。
勝
田
線
は
子
供
の
頃
、
北
九
州
市

八
幡
区
の
祖
母
の
家
を
訪
ね
る
時
に
よ

く
利
用
し
ま
し
た
。
遊
歩
道
を
歩
い
て

い
る
と
、
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

遊
歩
道
の
志
免
中
学
校
下
の
桜
並
木

道
を
鉄
道
公
園
へ
向
か
っ
て
進
み
ま

す
。
松
ヶ
丘
団
地
の
横
を
通
り
、
大
正

町
の
踏
切
あ
と
に
着
き
ま
す
。こ
こ
は
、

志
免
駅
か
ら
自
宅
に
帰
る
途
中
に
線
路

沿
い
の
狭
い
道
を
歩
い
た
場
所
で
す
。

少
し
進
む
と
、
少
し
広
い
道
路
を
横

切
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
角
に
尾

崎
本
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
道
路
を
志
免
バ
ス
停
の
方
に
向
か

う
途
中
に
旭
映
画
館
が
あ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
、
両
親

と
時
代
劇
（
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
主
演
）

の
映
画
を
よ
く
見
に
行
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

道
路
を
渡
っ
て
進
む
と
、
右
側
に
幼

稚
園
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
ま
す
。
そ
の
先
に
大
き
な
木

が
あ
る
開
け
た
場
所
に
着
き
ま
す
。
こ

こ
は
、
志
免
駅
が
志
免
鉄
道
公
園
の
場

所
に
移
転
す
る
前
の
旧
駅
の
跡
で
す
。

幼
児
の
こ
ろ
に
、
こ
の
場
所
で
列
車
を

乗
り
降
り
し
た
と
、
父
か
ら
聞
い
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
進
む
と
、
志
免
鉄
道

公
園
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
も
よ
く
利
用

し
た
駅
で
し
た
。
子
供
の
頃
、
汽
車
か

ら
降
り
て
歩
い
て
い
る
と
き
、
発
車
時

に
機
関
車
の
大
き
な
警
笛
が
鳴
る
の

で
、こ
わ
く
て
耳
を
塞
い
で
い
ま
し
た
。

公
園
の
横
に
は
、
志
免
駅
を
二
分
す

る
よ
う
に
、
須
恵
町
と
志
免
町
を
結
ぶ

県
道
91
号
志
免
須
恵
線
（
レ
イ
ン
ボ
ー

ロ
ー
ド
）
道
路
が
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
を
須
恵
方
面
へ
、
旧
志
免

鉱
業
所
の
竪
坑
櫓
を
見
な
が
ら
坂
を
上

り
、
シ
ー
メ
イ
ト
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
至
り

ま
す
。
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ー
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
練
習
が
あ
っ
て
い
る
時

は
、
休
憩
を
兼
ね
て
ベ
ン
チ
に
座
り
、

そ
の
様
子
を
見
た
り
し
ま
す
。そ
の
後
、

西
原
区
を
通
り
、
坂
を
上
っ
て
、
旭
ヶ

丘
へ
帰
り
ま
す
。
西
鉄
西
原
バ
ス
停
横

に
は
桜
並
木
が
あ
り
、
今
年
も
桜
が
き

れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

第
295
号
（
令
和
7
年
1
月
号
）
に
掲
載

し
ま
し
た
内
容
に
次
の
通
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】

・
会
員
訃
報
の
所
属
地
区
名

訂
正
前

乙
植
木　

坂　

口　

清　

子　

様　

81
歳

令
和
6
年
9
月
21
日

訂
正
後

西　

原　

坂　

口　

清　

子　

様　

81
歳

令
和
6
年
9
月
21
日

旧
勝
田
線
遊
歩
道
散
歩
コ
ー
ス 赤穂義士墓地

「NAVITIME Travel」のサイトより

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 西鉄西原バス停横の桜並木
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「
九
十
路
に
生
き
る
」
投
稿
者
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

　

投
稿
さ
れ
る
場
合
は
、
箇
条
書
き
で

も
結
構
で
す
の
で
、
次
の
項
目
を
記
述

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

・
ご
出
身
地
、
年
齢
・
ご
結
婚
時
の
馴

れ
初
め
や
、
当
時
の
思
い
出
な
ど
（
世

相
、
生
活
等
）

・
現
在
の
家
族
の
状
況
（
お
子
さ
ん
、

孫
・
ひ
孫
さ
ん
、
同
居
家
族
等
）

・
現
在
の
日
常
生
活
の
様
子
（
起
床
・

就
寝
時
間
、
楽
し
み
、
生
き
が
い
等
）

・
趣
味
や
好
き
な
食
べ
物
、
健
康
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
目

標
な
ど
で
す
。　
　
　
　
　

（
松
本
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

佐　

谷　

今　

泉　

朝　

子　

様　

88
歳

令
和
6
年
10
月
17
日

一
番
田　

千　

葉　
　

智　
　

様　

90
歳

令
和
7
年
2
月
17
日

西　

原　

山　

口　

キ
ヨ
コ　

様　

85
歳

令
和
7
年
2
月
19
日

城　

山　

小
山
田　

和　

子　

様　

80
歳

令
和
7
年
2
月
21
日

甲
植
木　

古　

泉　

富
士
子　

様　

91
歳

令
和
7
年
2
月
21
日

昭　

穂　

宮　

野　

昭　

彦　

様　

94
歳

令
和
7
年
3
月
3
日

城　

山　

田　

中　

隆　

枝　

様　

89
歳

令
和
7
年
3
月
6
日

甲
植
木　

福　

元　

弘　

之　

様　

88
歳

令
和
7
年
3
月
7
日

乙
植
木　

合　

屋　

達　

人　

様　

82
歳

令
和
7
年
3
月
16
日

城　

山　

西　

本　

政　

人　

様　

84
歳

令
和
7
年
3
月
18
日

編
　
集
　
後
　
記

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
九
十
七
号

発
行
日　

令
和
七
年
五
月
七
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

藤　
　

英
寿

編　

集　

広
報
部
会　

印
刷
所　

大
道
印
刷

スナップでみる活動のあれこれ（令和6年度総会、新春初詣）

会　

員　

訃　

報

長寿者・金婚者の皆さんと
記念品を渡される藤会長と辻副会長

新原シニアクラブの松尾さんと
原野会長さん（新春初詣）

会員被表彰者の舛本さんの代理の浅井さんと
会員増強運動被表彰単位クラブの会長さん

旅石豊寿会の皆さん
（新春初詣）


